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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　孔あきミラーの近傍に配置したミラーを介してフォーカス光を眼底に投影するフォーカ
ス光投影系を有し、眼底像を撮影する光路に配置されたフォーカスレンズと前記フォーカ
ス光投影系とを駆動してフォーカスを行う眼底カメラにおいて、同じ焦点距離の２つの凹
レンズを前記眼底像を撮影する光路と前記フォーカス光投影系の光路とに前記ミラーに関
して対称に配置したことを特徴とする眼底カメラ。
【請求項２】
　前記眼底像を撮影する光路に設けられた光を分割する部材を介して前眼部を前記撮像手
段に撮像する第２の撮像手段と、撮像された眼底像と前眼部像を表示する表示手段と、前
記フォーカスレンズと前記光を分割する部材を介して被検眼に固視標を投影する投影手段
とを有し、前記表示手段に前眼部を表示する際に前記固視標を被検眼に投影することを特
徴とする請求項１に記載の眼底カメラ。
【請求項３】
　赤外光及び可視光の何れか１つにより眼底を選択的に照明する第１の照明手段と、該第
１の照明手段の赤外光とは異なる波長の赤外光により前眼部を照明する第２の照明手段と
、前記第１の照明手段の照明光を前記撮像手段に導く第１の光路と、前記第２の照明手段
の照明光を前記撮像手段に導く第２の光路とを有することを特徴とする請求項１に記載の
眼底カメラ。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、眼科病院等で使用される眼底カメラに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来のこの種の眼底カメラは、被検眼に光束を投影してその反射光束を受像手段に導く光
学ユニット、この光学ユニットを被検眼に手動又は自動で位置合わせする位置合わせ手段
、受像手段により受像した前眼部像又は眼底像を表示するモニタ等を備えている。
【０００３】
光学ユニットは前眼部を照明する前眼部照明光源、前眼部からの反射光束を撮像手段に導
く前眼部観察光路、眼底を照明する眼底照明光源、眼底照明光源からの光束を被検眼に導
く眼底照明光路、眼底からの反射光束を撮像素手段に導く眼底観察撮影光路、撮像手段に
より撮像した前眼部像と眼底像を表示する表示手段、被検眼の視線を安定させる固視標等
を有している。
【０００４】
そして、被検眼を観察又は撮影する際には、表示手段に表示した前眼部像を観察しながら
光学ユニットを被検眼に対して位置合わせとフォーカス合わせを行い、その後に撮影スイ
ッチを操作して眼底を撮影する。
【０００５】
一方、光学ユニットは被検眼に対する対物レンズを備え、この対物レンズに関して略共役
に配置した孔あきミラーによって眼底照明光路と眼底観察撮影光路を分割し、眼底観察撮
影光路にレンズを挿入して前眼部像を斜め方向から観察することもある。また、眼底照明
光源からの光束を眼底に可視光として投影する際には眼底を光学系ファインダにより観察
し、眼底に赤外光として投影する場合には眼底を撮像手段により撮像して表示手段で観察
することもある。
【０００６】
更には、特開昭５３－１２９０５９号公報に開示されている眼底カメラは、孔あきミラー
の近傍の眼底観察撮影光路の両側にミラーを配置していると共に、眼底観察撮影光路にフ
ォーカスレンズを配置している。そして、フォーカス光投影系からのフォーカス光をミラ
ーを介して眼底に投影し、フォーカス光投影系とフォーカスレンズを一体的に駆動してフ
ォーカス合わせを行っている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら従来の眼底カメラでは、前眼部像の画面での正確な位置合わせとフォーカス
合わせが困難である。また、前眼部像と眼底像の切換えが容易ではないので、前眼部像を
観察しながら眼底像を撮影することができない。赤外光により位置合わせを行う場合には
、眼底の周辺を撮影することが容易ではない。更に、前眼部を観察する際に固視標を投影
できず、赤外光と可視光により眼底を観察することができない。そして、フォーカス光投
影系とフォーカスレンズを一体的に駆動してフォーカス合わせを行う眼底カメラでは、フ
ォーカス調節量がフォーカスレンズの移動量と比較して少ないので、フォーカスできる視
度範囲が狭いという種々の問題点がある。
【０００８】
本発明の目的は、上述の問題点を解決し、正確な位置合わせを行い、操作性を向上させ得
る眼底カメラを提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するための眼底カメラは、孔あきミラーの近傍に配置したミラーを介し
てフォーカス光を眼底に投影するフォーカス光投影系を有し、眼底像を撮影する光路に配
置されたフォーカスレンズと前記フォーカス光投影系とを駆動してフォーカスを行う眼底
カメラにおいて、同じ焦点距離の２つの凹レンズを前記眼底像を撮影する光路と前記フォ
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ーカス光投影系の光路とに前記ミラーに関して対称に配置したことを特徴とする。
【００１５】
【発明の実施の形態】
本発明を図示の実施の形態に基づいて詳細に説明する。
図１は眼底カメラの第１の実施例の光学的構成図であり、眼底カメラは選択的に点灯され
る前眼部照明光源１又は眼底照明光源２から被検眼Ｅに光束を投影して、その反射光束を
カラーデジタルカメラ３又は可視光と赤外光に感度を有するモノクロビデオカメラ４に導
く図示しない光学ユニット、この光学ユニットを被検眼Ｅに手動又は自動で位置合わせす
る図示しない位置合わせ手段、モノクロビデオカメラ４により撮像した前眼部像と眼底像
を表示するモニタ５を備えている。
【００１６】
前眼部照明光源１は図２の特性曲線ａで示す主波長７８０ｎｍの赤外光を発する発光ダイ
オードとされている。そして、検者はモニタ５に映った前眼部像を観察しながら被検眼Ｅ
に対する光学ユニットの位置合わせとフォーカス合わせを行い、図示しない撮影スイッチ
を操作して眼底像をカラーデジタルカメラ３で撮影するようになっている。
【００１７】
眼底照明光源２からの光束が進行する眼底照明光路Ｏ１には、図２の特性曲線ｂで示す波
長８００ｎｍ以上の赤外光を透過するフィルタ６ａ又は特性曲線ｃで示す可視光を透過す
るフィルタ６ｂとを光路Ｏ１に選択的に挿入するフィルタユニット６、レンズ７、眼底撮
影用ストロボ光源８、リングスリット９、レンズ１０、図３において特性曲線ｄで示す可
視光と波長８００ｎｍ以上の赤外光を透過すると共に波長７００～８００ｎｍの赤外光を
反射するダイクロイックミラー１１、レンズ１２、孔あきミラー１３が順次に配置されて
いる。そして、被検眼Ｅの前方の眼底観察撮影光路Ｏ２には、被検眼Ｅの瞳孔を孔あきミ
ラー１３の近傍に結像する対物レンズ１４が配置されている。なお、上記の前眼部照明光
源１は対物レンズ１４の周囲に配置されており、レンズ７は眼底照明光源２をリングスリ
ット９に結像するようになっている。
【００１８】
孔あきミラー１３の透過方向には、光路Ｏ２の両側に位置するフォーカス光反射ミラー１
５、凹レンズ１６、光路Ｏ２上を移動するフォーカスレンズ１７、結像レンズ１８、光路
切換えミラー１９、リレーレンズ２０、前述のカラーデジタルカメラ３が順次に配置され
ている。ダイクロイックミラー１１により分割された前眼部結像光路Ｏ３には、レンズ２
１、図３の特性曲線ｅで示す波長８００ｎｍ以上の赤外光と可視光の多くを反射すると共
に前眼部照明光源１の波長光を透過するダイクロイックミラー２２、レンズ２３、前述の
モノクロビデオカメラ４が順次に配置されている。
【００１９】
光路切換えミラー１９の入射方向の眼底観察固視標光路Ｏ４にはレンズ２４、ダイクロイ
ックミラー２２、レンズ２５、固視標２６が順次に配置されている。そして、フォーカス
光反射ミラー１５に入射するフォーカス光投影光路Ｏ５には、凹レンズ２７、ミラー２８
、スプリット光投影系２９が配置されている。凹レンズ２７は凹レンズ１６と同じ焦点距
離とされ、フォーカス光反射ミラー１５に対して凹レンズ１６と対称に配置されている。
スプリット光投影系２９は赤外光を発し、フォーカスレンズ１７と連動して光軸方向に駆
動されるようになっている。
【００２０】
前眼部照明光源１が被検眼Ｅの前眼部を照明すると、前眼部での反射光束は対物レンズ１
４を透過して孔あきミラー１３で反射し、レンズ１２を透過してダイクロイックミラー１
１で反射し、レンズ２１、ダイクロイックミラー２２、レンズ２３を介してモノクロビデ
オカメラ４に至り前眼部像が撮像される。このとき、被検眼Ｅが正しい位置にあれば、瞳
孔がモノクロビデオカメラ４の撮像面に共役となる。
【００２１】
眼底照明光源２からの光束は、フィルタユニット６のフィルタ６ａを透過して赤外光とな
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り、ダイクロイックミラー１１、孔あきミラー１３、対物レンズ１４を介して被検眼Ｅの
眼底に投影される。眼底での反射光は、孔あきミラー１３の孔を通過して光路切換えミラ
ー１９で反射し、ダイクロイックミラー２２で反射してモノクロビデオカメラ４に撮像さ
れる。
【００２２】
スプリット光投影系２９から赤外光によるスプリット光が眼底に投影されると、眼底での
スプリット光の反射光束は孔あきミラー１３の孔、光路切換えミラー１９、ダイクロイッ
クミラー２２を介してモノクロビデオカメラ４に撮像され、モニタ５にスプリット像Ｓが
表示される。そして、固視標２６からの光束は、ダイクロイックミラー２２を透過して光
路切換えミラー１９で反射し、孔あきミラー１３の孔を通過して被検眼Ｅに投影される。
【００２３】
被検眼Ｅに対して光学ユニットの位置合わせを行う際には、前眼部照明光源１を点灯し、
モニタ５に前眼部像Ｆを表示する。このとき、モニタ５にアライメントマークＭも表示さ
れるので、このアライメントマークＭに瞳孔像を合わせるように光学ユニットを駆動し、
光学ユニットの位置合わせと瞳孔像のフォーカス合わせを行う。そして、位置合わせとフ
ォーカス合わせを完了した後に、図示しない撮影用スイッチを押す。これにより、光路切
換えミラー１９が光路外に退避すると共に、撮影用ストロボ光源８が発光し、この照明光
による反射光である眼底像がカラーデジタルカメラ３によって可視光で撮影される。
【００２４】
この第１の実施例では、前眼部照明光源１と眼底照明光源２を切換えることにより、モニ
タ５に前眼部像Ｆと眼底像を選択的に表示できると共に、前眼部像Ｆを観察しながらシャ
ッタを押せば眼底像を撮影できる。また、前眼部照明光源１と眼底照明光源２の何れを選
択しても、モニタ５にスプリット像Ｓを眼底の中央に相当する位置に表示するので、前眼
部を観察しながら眼底にフォーカスできる。更に、モニタ５に前眼部を表示している間に
、眼底を観察する際と同様に固視標２６を被検眼Ｅに提示するので、被検眼Ｅを安定させ
て位置合わせを容易に行うことができる。
【００２５】
なお、眼底を赤外光によって観察すると、病変を明確に判断できない場合がある。この場
合には、フィルタユニット６のフィルタ６ａに代えてフィルタ６ｂを眼底照明光路Ｏ１に
挿入し、固視標２６は使用できないので消灯する。これにより、眼底照明光源２からの光
束は可視光として眼底に投影され、眼底からの反射光束は光路切換えミラー１９、ダイク
ロイックミラー２２を介してモノクロビデオカメラ４により撮影され、可視光による眼底
像がモニタ５に表示される。このときに、眼底からの反射光束はピントが合っているとき
にフォーカスレンズ１７と結像レンズ１８の間で平行光束になる。凹レンズ１６、２７は
フォーカスレンズ１７とスプリット光投影系２９の移動量を少なくするように作用するの
で、それらの少ない動きにより被検眼Ｅの視度を広い範囲で調節できる。
【００２６】
図４は第２の実施例の光学的構成図であり、第１の実施例と同様な機能を有する部材は同
様な符号を付している。眼底照明光路Ｏ１のダイクロイックミラー１１はリングスリット
９とレンズ１０の間に移設されている。また、第１の実施例のフォーカス光反射ミラー１
５、凹レンズ１６、フォーカスレンズ１７、結像レンズ１８、凹レンズ２７、ミラー２８
、スプリット光投影系２９が除かれ、代りにフォーカス用のスプリット光投影系３１が眼
底照明光路Ｏ１のレンズ１０とレンズ１２の間に配置されていると共に、フォーカスレン
ズ３２と結像レンズ３３が光路Ｏ２の孔あきミラー１３と光路切換えミラー１９の間に配
置されている。
【００２７】
スプリット光投影系３１には棒ミラー３１ａが眼底と共役に配置され、光源３１ｂからの
光束を孔あきミラー１３に反射するようにされ、スプリット光投影系３１とフォーカスレ
ンズ３２とは連動されている。また、眼底を可視光により観察して撮影する際には、スプ
リット光投影系３１の棒ミラー３１ａは光路Ｏ１の外に駆動されるようになっている。
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前眼部からの反射光は、孔あきミラー１３とダイクロイックミラー１１でそれぞれ反射し
、ダイクロイックミラー２２を透過してモノクロビデオカメラ４に撮影され、モニタ５に
前眼部像Ｆが表示される。また、スプリット光投影系３１において光源３１ｂからの光を
棒ミラー３１ａで反射したスプリット光は、孔あきミラー１３で反射して眼底に投影され
る。そして、眼底を可視光により観察して撮影する際には、スプリット光投影系３１の棒
ミラー３１ａは光路Ｏ１の外に退避し、眼底照明光源２からの光束は可視光となって眼底
に投影され、眼底での反射光束は孔あきミラー１３の孔、フォーカスレンズ３２、結像レ
ンズ３３を介して光路切換えミラー１９とダイクロイックミラー２２でそれぞれ反射し、
モノクロビデオカメラ４に撮像される。
【００２９】
この第２の実施例では、スプリット光投影系３１の棒ミラー３１ａは眼底と共役になって
いる上にスプリット光投影系３１の光束が太いので、前眼部像Ｆにスプリット像Ｓの影が
映ることはない。そして、前眼部照明光源１又は眼底照明光源２を選択的に点灯すること
により、モニタ５に前眼部像Ｆと眼底像を表示でき、何れの場合にもフォーカス用のスプ
リット像Ｓを表示でき、更には被検者に固視標２６を提示できることは云うまでもない。
【００３０】
【発明の効果】
　以上説明したように、眼底照明光路に設けた光分割部材を介して前眼部を観察するよう
にしたので、前眼部照明光源と眼底照明光源を切換え点灯することにより前眼部像と眼底
像を容易に切換えることができ、前眼部像を観察しながら眼底を撮影でき、操作性を向上
させることができる。
　また、同じ焦点距離の２つの凹レンズを眼底撮影光路とフォーカス光投影系の光路にミ
ラーに関して対称に配置したので、視度調節範囲を拡大できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施例の光学的構成図である。
【図２】フィルタの透過率と前眼部照明光源の強度を示すグラフ図である。
【図３】ダイクロイックミラーの透過率を示すグラフ図である。
【図４】第２の実施例の光学的構成図である。
【符号の説明】
１　前眼部照明光源
２　眼底照明光源
３　カラーデジタルカメラ
４　モノクロビデオカメラ
５　モニタ
６　フィルタユニット
１１、２２　ダイクロイックミラー
１３　孔あきミラー
１４　対物レンズ
１５　フォーカス光反射ミラー
１６、２７　凹レンズ
１７、３２　フォーカスレンズ
１９　光路切換えミラー
２６　固視標
２９、３１　スプリット光投影系
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